
大阪府立和泉支援学校 地域連携だより 

ともあい 2024年度 第２号 

 令和６年度の地域連携部の活動は、地域支援部門での訪問相談２７件、研修

講師２３件、地域連携部門で小中学部での居住地校交流や各学部において交流

及び共同学習に取り組んできました。今号では、地域支援での取り組みや各学

部での交流の様子をお伝えします。 

令和６年度の地域支援について 

 和泉支援学校では、支援教育地域支援整備事業に基づいて、泉大津市・和泉市・高

石市・忠岡町を中心に訪問／来校相談や研修講師等を行っています。 

第２号では、今年度行われた、高石市の羽衣小学校での研修の様子についてお伝し

ます。 

 研修テーマは、「知的障がい・発達障がいの基本的理解について」、「基礎的環境整

備と合理的配慮」についてです。前半は、知的障がいや発達障がいがある児童生徒の

学習上の特性や学校生活での困りごとへの支援内容の具体例を紹介しました。後半

は「基礎的環境整備」と「合理的配慮」の基本的理解や実際に支援学校で取り組まれ

ている授業のユニバーサルデザイン化（基礎的環境整備）や合理的配慮の具体例を

紹介しました。また、グループワークでは、各グループに支援学校の教員も参加し、事例

を基に整えられる基礎的環境整備と考えられる合理的配慮について意見を出し合い

ました。小学校、支援学校それぞれの視点で、基礎的環境整備や合理的配慮について

意見を出し合いながらワークに取り組まれる姿が印 

象的でした。今回、グループワークに支援学校の教 

員が参加したことで、「具体的な意見が聞けてよか 

った」「支援学校の様子が聞けてよかった」などの 

前向きな感想をいただくことができました。 

今年度の交流および共同学習 

◎ 小学部 

・和泉市立池上小学校との交流  

 今年度から学年ごとのおおまかな

活動内容を固定とし、系統立てて交

流を計画・実施しました。 

 低学年では、あそびの場を共有することでお互いを知る機会となりました。

名札を見て名前を呼んで追いかけっこをしたり、虫を捕まえて「見せて！」「ま

た見にきてな！」と自然とやりとりしたりする様子が見られました。中高学年

は、普段の学習をお互いに発表したり、自分の学校を案内したりなど、学年が

上がるごとに、両校の児童が関わり合う機会が増えた交流内容になりました。 

・あすなろ交流 

 本校の小学部５・６年生の児童と泉北地域３市１町の小学校支援学級の児童

が参加するあすなろ交流会を本校で実施しました。『Head,Shoulders,Knees,And 

Toes』の曲に合わせてのダンスや、輪に入ってサメから逃げる『パクパクゲー

ム』に取り組みました。友だちと一緒に楽しく踊ったり、同じ輪の中に逃げ込

んでサメから逃れたりと笑顔あふれる楽しい交流となりました。 

・居住地校交流 

 今年度は 17人の児童が居住地にある小学校と交流しました。支援学級の自立

活動では、一緒にゲームやダンス、制作をしたりしました。その際、内容に支

援学校でしているダンスやゲームを取り入れ、普段とは違う場所でも安心して

参加できるように工夫しています。地域の小学校の児童や教員にとっても支援

学校の授業を体験してもらう良い機会となっています。通常の学級では、生活

や算数の授業に参加しました。また、教科学習

だけではなく給食・掃除・休み時間も交流の場

として設定しました。机を並べて一緒に給食を

食べる様子は微笑ましく、地域の一員として過

ごすことができました。 

１年生 池上小学校 遊具あそび 

２年生 池上小学校 遊具あそび 

３年生 和泉支援学校 学校探検 

４年生 和泉支援学校 運動会等の学習発表 

５年生 池上小学校 音楽会発表、学校探検 

６年生 和泉支援学校 運動会等の学習発表 



◎ 中学部 

・居住地校交流 

今年度は１１校の中学校で１８人の生徒が交流しました。 

居住地校で体育大会を見学したり、英語や国語など教科の授業を一緒に受けたり、ゲ

ームや作品作りに取り組んだりと、今年度も様々な居住地校交流を計画し、実施するこ

とができました。合唱コンクールの見学に初めて行った際、みんなの前で紹介してもら

い、恥ずかしかったけどうれしい気持ちにもなったそうです。 

・和泉中学校交流 

今年度は、授業交流はありませんでしたが、３学期には、恒例の作品展交流をおこ

ないました。作品展交流の感想アンケートを通して、両校がお互いを知る良い機会とな

り、つながりを感じることができました。 

・富秋中交流 

富秋中学校との交流及び共同学習をはじめて１０年目になりました。 

同年齢の友だちと共に学ぶ機会を通して、将来、様々な人たちと関わり、共に生きる力

をつけることが目的です。 

１年生は、１２月に学級委員が代表として、富秋中学校へ学校見学に行きました。 富

秋中学１年生の代議員の生徒たちが案内してくれ、たくさんの本や雑誌が置いてある

図書室、バリアフリーになっている廊下のスロープなどを、興味津々で見学しました。 

３月１８日（火）には１年生全員で行きました。 

２年生は、２月２０日（木）に和泉支援学校にてレクリエーション交流をおこないました。

初めて会うので、両校の生徒はドキドキ・ワクワクといった様子でした。初めに自己紹介

をおこないました。レクリエーション交流では、紙コップタワーゲームで盛り上がりました。 

３年生は、７月に富秋中学校で共同学習をおこないました。 

体育館で「ボッチャ」に取り組みました。５か月ぶりに会ったので、 

はじめは恥ずかしがっていましたが、ゲームを進めていくうちに 

ボールを優しく手渡したり、ゲームを盛り上げ 

たりと最後の交流を楽しむ様子が見られま 

した。 

 

 

◎ 高等部 

・伯太高校との交流 

 伯太高校とは、伯太高校陸上部と本校陸上部の合同練習や伯太高校軽音楽部と

本校音楽クラブの交流活動を実施しました。伯太高校の軽音楽部が実際に使用し

ている楽器の演奏体験をしたり、即興でセッション 

をしたり、音楽を通じて交流を楽しみました。 

また、８月には伯太高校演劇部が来校し、ももたろうを 

テーマにした劇やジェスチャーゲーム大会など、和泉の 

夏の文化祭として大盛り上がりの交流となりました。 

 ・登美丘高校との交流 

 今年度も、登美丘高校吹奏楽部との交流 IZUTOMIフェスを実施し、午前中は各

学年でニュースポーツに取り組み、午後からは吹奏楽部による生演奏に耳を傾け、

迫力のある演奏に手拍子をしたり体を大きく揺らしたりしながら、演奏を楽しみ

ました。また、本校生徒有志によるパフォーマンスもあり、練習から一致団結し

て取り組んできた成果を、十分に発揮することができました。 

・東百舌鳥高校との交流 

今年度は初めて堺市にある東百舌鳥高校との交流も実施しました。両校少人数

の授業グループ単位での交流で、東百舌鳥高校の生徒と本校生徒がお互いに自己

紹介をしたり、チームに分かれて協力ゲームに取り組んだり、 

充実した交流になりました。お昼には東百舌鳥高校の食堂を 

利用し、それぞれ好きなメニューを購入して食べるなど、 

とても貴重な体験となりました。 

・泉大津高校との交流 

２月には本校サッカー部と泉大津高校サッカー部との合同練習にも取り組み

ました。事前に本校生徒が自己紹介や学校紹介をしに 

泉大津高校へ伺うことで顔合わせを実施し、合同練習 

当日はいつもとは違う広いグラウンドでの練習に、 

本校生徒たちも寒い中でしたがやる気いっぱいで頑張りました。 


